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Abstrac t   

 This  ar t i c l e  proposes  f o r  a  new co ncept ion  o f  “ indus tr ia l  menta l  

hea l th  law” ,  which  a ims  t o  ach ieve  bene f i t s  f o r  bo th  workers  and  

employers  by  im prov ing  human resources  and  workp lace  env i ronment  

through  maturat io n  o f  ind iv idua ls  and  organizat ions  in  workp laces .  

Th is  law ’s  bas i c  pr inc ip les  are  prevent ing  too  much  s t ress fu l  events  

in  each  workplace  and  respe c t ing  the  persona l i ty  o f  each  worker.  I t  

f o cuses  on  procedura l  regu lat i on  in  o rder  t o  promote  to  make  ru les  in  

each  workplace  and  to  l eg i s la te  de ta i l e d  l aw  in  the  nat ion ’s  l eve l ,  and  

the  procedura l  regu la t i on  by  industr ia l  eng ineer ing  techn iques  and  

by  ut i l i za t i on  o f  o c cupat iona l  hea l th  spec ia l i s t s  in  each  organ izat i on .  

Unt i l  now,  three  ob l igat ions  can  be  l eg i s la ted  in  the  law  as  f o l l ows :  

F i rs t ,  proh ib i t i on  o f  d i s c r iminat ion  aga inst  a  worker  f o r  hatred .  
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Second ,  suppor t ing  the  worker  when  h i s  wor k ing  cond i t i ons  are  

changed  dras t i ca l ly.  Th i rd ,  secur ing  su f f i c i ent  s l eep  and  pr ivate  t ime  

f o r  workers .   

 

 本 稿 は 、 職 域 に お け る 個 人 と 組 織 の 成 熟 化 を 通 じ て 、 人 材 質 の 向 上 と

職 場 の 環 境 改 善 を 図 り 、 労 使 双 方 の 福 利 を 達 成 す る こ と を 目 的 と す る 産

業 精 神 保 健 法 を 構 想 す る 。 こ の 法 体 系 は 、 過 剰 ス ト レ ス 要 因 の 発 生 防 止

と 労 働 者 人 格 の 尊 重 を 原 則 と し 、 個 々 の 事 業 の 性 質 に 応 じ た 事 業 所 ご と

な い し 国 レ ベ ル で の き め 細 や か で 実 効 的 な 規 制 の 策 定 と 運 用 を 実 現 す る

た め 、 経 営 工 学 の 手 法 を 参 考 に し 、 か つ 専 門 家 を 有 効 活 用 し た 手 続 的 な

規 制 を 中 心 と す る 。 し か し 、 現 段 階 で も 既 に 国 レ ベ ル で の 実 体 的 な 規 制

が 可 能 な 例 と し て 、 ① 嫌 悪 感 に 基 づ く 従 業 員 の 不 公 正 取 扱 い の 禁 止 、 ②

労 働 条 件 に 大 き な 変 更 が あ っ た 場 合 の サ ポ ー ト 体 制 構 築 義 務 、 ③ 休 息 時

間 （ 充 分 な 睡 眠 と 私 生 活 時 間 ） の 確 保 義 務 な ど が 挙 げ ら れ る 。  
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１  は じ め に  

 現 在 、 職 域 を 含 め た 幅 広 い 領 域 に お け る 実 効 的 な 自 殺 ・ 過 重 労 働 ・ メ

ン タ ル ヘ ル ス 対 策 （ 以 下 で は 一 括 し て Ｍ Ｈ 対 策 と い う ） が 喫 緊 の 課 題 と

な っ て い る が 、 職 域 で の 対 策 は 、 こ れ ま で 主 に 人 事 労 務 や 精 神 科 医 療 、

心 理 臨 床 な ど の 所 掌 課 題 と 考 え ら れ 、 法 に よ る 対 応 は 限 定 的 で あ っ た 。

し か し 、 産 業 精 神 保 健 で は 、 ① リ ス ク 要 因 と そ れ ら へ の 心 身 の 反 応 、 障

害 疾 病 に 至 っ た 場 合 の 病 態 な ど の 全 て が 不 可 視 で あ る こ と が 多 く 、 定 性

的 、 定 量 的 測 定 や 診 断 が 困 難 な 対 象 を 取 り 扱 う こ と 、 ② 実 効 的 対 策 の た

め に は 人 事 労 務 管 理 の あ り 方 な い し 組 織 ・ 職 場 風 土 自 体 の 改 善 が 求 め ら

れ る 場 合 が 少 な く な い こ と 、 よ っ て 、 従 来 の 事 業 者 や 使 用 者 を 中 心 的 な

名 宛 人 と す る 規 制 体 系 で は 不 充 分 な 場 合 が 少 な く な い こ と １ 、 ③ 特 に ２

次 予 防 以 降 で は 個 別 的 で 継 続 的 か つ 内 面 的 な 対 応 が 求 め ら れ る こ と な ど

か ら 、 現 行 の 労 働 安 全 衛 生 法 （ 以 下 、 安 衛 法 と い う ） を 中 心 と し た 労 働

者 保 護 法 で は 対 応 が 叶 わ な い 場 面 が 増 加 な い し 顕 在 化 し て 来 て い る 。  

他 方 、 ④ 強 制 力 の な い 行 政 規 則 等 に よ る 誘 導 的 施 策 で も 、 そ れ ら が 民

事 上 の 過 失 の 判 断 規 準 と な る な ど し て 事 実 上 の 強 制 力 を 持 つ こ と は あ る

が 、 現 に 予 防 的 な 強 制 介 入 が 必 要 と な る 場 面 に お い て 、 他 の 障 害 疾 病 の

発 症 や そ の リ ス ク 要 因 と 異 な っ た 取 扱 い を 受 け る こ と が 妥 当 か 、 と い う

問 題 は 残 る 。 加 え て 、 ⑤ 事 後 的 な 補 償 ・ 賠 償 を 争 う 労 災 認 定 争 訟 事 件 や

労 災 民 訴 事 件 に お い て 、 予 防 的 な 行 為 規 範 に 転 用 可 能 な 判 示 を な す 判 例

が 相 当 蓄 積 し て 来 て い る 。  

そ こ で 以 下 、 母 法 を 安 衛 法 と す る 産 業 精 神 保 健 法 と い う 新 た な 立 法 に

つ い て 構 想 す る ２ 。 も っ と も 、 筆 者 は 現 在 、 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金

（ 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 事 業 ） を 受 け て 、 諸 外 国 の 産 業 精 神 保 健 法 制 度

の 体 系 的 な 調 査 研 究 を 開 始 し た と こ ろ で あ り（「 諸 外 国 の 産 業 精 神 保 健 法



4 
 

制 度 の 背 景・特 徴・効 果 と わ が 国 へ の 適 応 可 能 性 に つ い て 」（ Ｈ ２ ３ ― 労

働 ― 一 般 ― ０ ０ ２ ）研 究 代 表 者：三 柴 丈 典 ）、構 想 の 具 体 像 は 、そ の 作 業

を 終 え た 後 に 描 出 す る 予 定 で あ る 。 よ っ て 本 稿 で は 、 そ の ア ウ ト ラ イ ン

を 述 べ る に と ど め る 。  

 先 ず 、 こ の 法 領 域 と 現 行 安 衛 法 と の 関 係 に つ い て 述 べ る 。  

 現 行 安 衛 法 の 中 で 、 事 業 者 に よ る Ｍ Ｈ 対 策 に 適 用 可 能 な 主 な 条 文 と し

て は 、 以 下 の も の が 挙 げ ら れ る 。  

 

 ① こ れ ま で 、 産 業 ス ト レ ス に 関 連 す る 災 害 の 賠 償 事 件 に お い て 裁 判

所 が 言 及 し た も の  

 第 ２ ８ 条 の ２ （ 業 務 に 起 因 す る リ ス ク の ア セ ス メ ン ト 及 び マ ネ ジ メ

ン ト の 努 力 義 務 等 ）  

 第 ６ ５ 条 の ３（ 作 業 管 理 の 努 力 義 務 ）（ 電 通 事 件 平 成 １ ２ 年 ３ 月 ２ ４

日 労 働 判 例 ７ ７ ９ 号 １ ３ 頁 な ど ）  

 第 ３ 章（ 安 全 衛 生 管 理 体 制 の 構 築 に か か る 義 務 及 び 努 力 義 務 ）（ 真 備

学 園 事 件 岡 山 地 判 平 成 ６ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日 労 働 判 例 ６ ７ ２ 号 ４ ２ 頁 な

ど ）  

 

 ② メ ン タ ル ヘ ル ス 指 針 （ 行 政 規 則 ・ 局 長 通 達 ） の 根 拠 と さ れ た も の

等  

 第 ６ ９ 条 第 １ 項（ 健 康 の 保 持 増 進 を 図 る た め の 措 置 の 努 力 義 務 ）、第

７ ０ 条 の ２ （ 厚 生 労 働 大 臣 に よ る 第 ６ ９ 条 第 １ 項 に 定 め る 措 置 に 関 す

る 指 針 の 公 表 及 び そ れ に 基 づ く 指 導 ） ３  
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 ③ 快 適 職 場 指 針 （ 行 政 規 則 ・ 省 告 示 ） の 根 拠 と さ れ た も の 等  

第 ７ １ 条 の ２ （ 作 業 環 境 管 理 、 作 業 管 理 、 労 働 者 の 疲 労 回 復 設 備 等

の 設 置・整 備 等 に よ る 快 適 職 場 環 境 形 成 の 努 力 義 務 ）、第 ７ １ 条 の ３（ 厚

生 労 働 大 臣 に よ る 第 ７ １ 条 の ２ に 定 め る 措 置 に 関 す る 指 針 の 公 表 及 び

そ れ に 基 づ く 指 針 ）、第 ７ １ 条 の ４（ 国 に よ る 事 業 者 の 快 適 職 場 形 成 支

援 の 努 力 義 務 ）  

 

 ④ 近 年 の 法 改 正 （ 平 成 １ ７ 年 法 第 １ ０ ８ ） に お い て 、 主 に Ｍ Ｈ 対 策

を 意 識 し て 策 定 さ れ た も の  

 第 ６ ６ 条 の ８ 第 １ 項 、 第 ３ 項 、 第 ４ 項 、 第 ５ 項 （ 長 時 間 労 働 者 面 接

指 導 等 の 実 施 義 務 、 そ の 結 果 の 記 録 義 務 、 医 師 へ の 意 見 聴 取 義 務 、 医

師 の 意 見 を 踏 ま え た 事 後 措 置 義 務 ）、第 ６ ６ 条 の ９（ 面 接 指 導 対 象 者 以

外 の 要 配 慮 者 に 対 す る 措 置 の 努 力 義 務 ）  

 

 ⑤ 主 に Ｍ Ｈ 対 策 を 意 識 し て 策 定 さ れ た わ け で は な い が 、 同 対 策 も 射

程 に 捉 え ら れ て い た も の  

第 ７ ０ 条 （ 健 康 の 保 持 増 進 を 図 る た め の 体 育 活 動 、 レ ク リ エ ー シ ョ

ン 等 の 活 動 に つ い て の 便 宜 供 与 の 努 力 義 務 ）、第 ７ １ 条（ 国 に よ る 事 業

者 の 健 康 の 保 持 増 進 措 置 の た め の 援 助 の 努 力 義 務 ）  

な お 、 一 般 健 診 ・ 特 殊 健 診 の 実 施 義 務 、 都 道 府 県 労 働 局 長 に よ る 臨

時 健 診 の 指 示 、 医 師 選 択 の 自 由 に つ い て 定 め る 第 ６ ６ 条 も 、 強 制 こ そ

で き な い も の の 、 問 診 等 に よ る 「 心 身 の 欠 陥 」 の 調 査 を 予 定 し て い る

か ら 、こ れ に 連 な る 第 ６ ６ 条 の ３（ 健 診 結 果 の 記 録 義 務 ）、第 ６ ６ 条 の

４（ 健 診 結 果 に つ い て の 医 師 等 へ の 意 見 聴 取 義 務 ）、第 ６ ６ 条 の ５（ 医
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師 等 の 意 見 を 踏 ま え た 事 後 措 置 義 務 等 ）、第 ６ ６ 条 の ７ 第 １ 項（ 健 診 結

果 を 踏 ま え た 医 師 等 に よ る 保 健 指 導 の 努 力 義 務 ） に つ い て も 、 任 意 に

回 答 さ れ た Ｍ Ｈ 不 調 に つ い て は 射 程 に 収 め て い る と 解 さ れ る 。  

 

 ⑥ Ｍ Ｈ 対 策 を 射 程 に 入 れ て 策 定 さ れ た わ け で は な い が 、 同 対 策 に も

類 推 適 用 が 可 能 と 解 さ れ る も の  

第 ６ ５ 条 の ４ （ 物 理 的 に 有 害 な 作 業 に 従 事 す る 時 間 [作 業 時 間 ]の 制

限 ）、  

第 ６ ８ 条（ 特 定 の 疾 病 罹 患 者 の 就 業 禁 止 措 置 義 務 ）（ 本 条 所 定 の 厚 生

労 働 省 令 に 当 た る 労 働 安 全 衛 生 規 則 第 ６ １ 条 は 、 当 初 精 神 疾 患 罹 患 者

も 対 象 に 含 め て い た が 、 産 業 医 に 判 断 さ せ る の は 適 当 で な い と し て 、

平 成 １ ２ 年 改 正 で 除 外 さ れ た 経 緯 が あ る 。 な お 、 本 条 に 関 す る 京 和 タ

ク シ ー 事 件 京 都 地 判 昭 和 ５ ７ 年 １ ０ 月 ７ 日 労 働 判 例 ４ ０ ４ 号 ７ ２ 頁

は 、「 左 肺 浸 潤 の 疑 、要 精 査 」と の 健 診 結 果 を 受 け な が ら 、本 人 に そ の

結 果 を 伝 え ず 、 漫 然 と 従 前 通 り の タ ク シ ー 運 転 業 務 に 従 事 さ せ た こ と

に よ り 肺 結 核 の 重 篤 化 を 招 い た と し て 、 本 条 違 反 を 要 素 と し て 事 業 者

の 過 失 責 任 を 認 め て い る 。）  

 

 以 上 か ら も 窺 わ れ る よ う に 、 も と も と 安 衛 法 自 体 、 法 体 系 的 な 整 合 性

も さ る こ と な が ら 、 合 目 的 性 を 重 視 す る 現 場 志 向 の 規 制 体 系 を 採 用 し て

い る 。以 上 の 例 で も 、(1)事 業 所 ご と の 安 全 衛 生 上 の リ ス ク に 対 応 し た 自

主 的 か つ 継 続 的 な 安 全 衛 生 管 理 を 促 進 す る 規 制 、(2)労 働 者 の 健 康 状 態 を

把 握 さ せ 、 そ の 情 報 を 記 録 ・ 活 用 さ せ る こ と に よ り ４ 、 医 療 の 関 与 の 下

に 個 別 的 な 事 後 措 置 を 義 務 づ け る 規 制 （ な お 、 事 業 者 が 労 働 者 の 不 調 状

態 を 知 れ ば 、 民 事 上 も 実 効 的 な 事 後 措 置 が 求 め ら れ る の で 、 そ の 意 義 は
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小 さ く な い ）、 (3)医 療 人 な ど の 専 門 家 を 履 行 補 助 者 と し て 労 働 衛 生 管 理

を 行 わ せ る 規 制 、(4)医 療 人 を 事 業 者 の 諮 問 機 関（ 衛 生 委 員 会 ）に 関 与 さ

せ て そ の 専 門 性 を 活 用 さ せ る 規 制 、(5)健 康 の 保 持 増 進 、快 適 職 場 形 成 と

い っ た 高 レ ベ ル の 目 標 設 定 を 本 法 で 行 い つ つ 、国 に 比 較 的 詳 細 な 指 針（ 行

政 規 則 ） を 策 定 さ せ 、 当 該 目 標 へ 誘 導 す る 規 制 （ な お 、 行 政 規 則 と い え

ど も 民 事 上 の 過 失 の 判 断 要 素 と さ れ る こ と が 多 い た め 、 事 実 上 の 強 制 力

を 持 つ 行 為 規 範 と な り 得 る ） な ど 多 様 な 規 制 手 段 が 採 用 さ れ て お り 、 そ

れ こ そ が 同 法 が 労 基 法 の 姉 妹 法 と し て 分 離 独 立 し た 意 義 の １ つ で も あ る 。 

 し か し 、 産 業 精 神 保 健 の 実 効 性 の 観 点 か ら は 、 未 だ 上 記 ① ～ ⑤ の 事 情

を カ バ ー す る に は 至 っ て お ら ず 、 た し か に 法 第 ２ ８ 条 の ２ や 関 連 規 定 で

あ る 第 ８ ８ 条 な ど に 将 来 展 望 の 萌 芽 を 見 る こ と は で き る が 、 現 状 は 、 行

政 規 則 や そ の 他 の 行 政 公 表 文 書 に 記 載 さ れ た 緩 や か な 行 為 規 範 や 、 精 神

保 健 疫 学 、 精 神 科 学 等 の 専 門 文 献 な ど が 民 事 訴 訟 で 活 用 さ れ 、 そ れ ら を

参 考 に 、 個 別 事 案 に 応 じ た 補 償 な い し 過 失 認 定 が な さ れ て い る 状 況 と い

え る 。  

 こ の よ う な 状 況 は 、 予 防 施 策 の 裁 量 を 事 業 者 に 委 ね 、 事 後 的 な 補 償 ・

賠 償 責 任 を 厳 格 に 問 う 、と い う 意 味 で あ る 種 の バ ラ ン ス は と れ て い る が 、

結 果 予 測 の 不 確 実 性 や 、 心 理 的 な マ イ ナ ス ・ イ ン パ ク ト を 招 き 易 く 、 事

業 者 側 に Ｍ Ｈ 対 策 を リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト と 捉 え さ せ 、 時 に 過 剰 な 責 任

防 御 策 を 講 ぜ し め る 一 方 、 経 営 な い し 個 々 の 人 材 質 の 成 熟 化 、 活 性 化 を

含 め た 本 質 的 な 職 域 の 環 境 改 善 か ら 意 識 を 逸 ら せ て し ま う 危 険 を 伴 う 。

む ろ ん 、 労 働 法 令 に よ る 直 接 的 な 経 営 裁 量 領 域 へ の 介 入 は 原 則 と し て 避

け ね ば な ら な い が 、 安 全 衛 生 、 と り わ け 産 業 精 神 保 健 が 経 営 と 不 可 分 で

あ り 、 条 件 に よ っ て は 死 者 や 重 篤 な 疾 病 障 害 罹 患 者 を 生 み か ね な い 現 実

を 踏 ま え れ ば 、 経 営 裁 量 に か か る 実 体 的 規 制 も 、 中 長 期 展 望 で 経 営 改 善
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に 繋 が る も の で あ り 、 一 定 の 柔 軟 性 を 持 つ も の で あ る 限 り 、 不 可 避 で は

な か ろ う か 。三 柴 1） で も 明 ら か に し た よ う に 、既 に 、産 業 ス ト レ ス 性 災

害 に か か る 多 く の 裁 判 例 が 、 事 業 者 の 人 事 労 務 管 理 に か か る 健 康 確 保 上

の 義 務 を 特 定 す る こ と で 、 そ れ に 直 接 介 入 す る よ う な 判 断 を 示 し て き て

い る ５ 。  

 な お 、産 業 精 神 保 健 法 の 構 想 は 、安 衛 法 と そ の 母 法 た る 労 働 基 準 法（ 以

下 、 労 基 法 と い う ） の 親 子 関 係 な い し 労 基 法 （ 親 ） の 親 た る 工 場 法 と の

直 系 （ 卑 属 ） 関 係 を 再 確 認 さ せ る 意 義 も 持 つ 。 先 ず 、 安 衛 法 － 労 基 法 関

係 に つ い て い え ば 、 長 時 間 労 働 に よ る 過 労 死 事 件 を 典 型 と し て 、 特 に 産

業 精 神 保 健 の 実 現 に は 、 労 働 基 準 法 令 に よ る 幅 広 い 労 働 条 件 規 制 が 必 要

な こ と を 再 確 認 す る 必 要 が あ る 。 そ も そ も 安 衛 法 と い う 領 域 自 体 、 労 働

者 の 命 と 健 康 を 守 る と い う 目 的 志 向 の 法 領 域 で あ り 、 労 働 関 係 法 令 の み

な ら ず 、 製 造 物 責 任 法 、 建 築 基 準 法 、 消 防 法 な ど 、 Ｍ Ｈ に つ い て は 精 神

保 健 福 祉 法 、 障 害 者 雇 用 促 進 法 な ど 、 様 々 な 法 体 系 の 規 制 を 包 括 す る 。

労 働 安 全 衛 生 法 典 は 、 そ の 基 軸 と な る 法 律 で あ る と い う に 過 ぎ な い 。 次

に 、 安 衛 法 － 工 場 法 関 係 に つ い て い え ば 、 工 場 法 が 、 大 河 内 一 男 博 士 の

労 働 力 再 生 産 論 に 大 き な 後 押 し を 受 け て 成 立 し た こ と を 再 確 認 す る 必 要

が あ る 。す な わ ち 、工 場 法 は 、当 時 は 当 然 視 さ れ て い た 長 時 間 連 続 労 働 、

深 夜 業 、 児 童 労 働 等 を 規 制 す る に 至 っ た が 、 大 河 内 理 論 は 、 労 働 力 を 疲

弊 さ せ れ ば 資 本 側 の た め に も な ら ず 、 ひ い て は 国 力 の 衰 退 に も 繋 が る と

説 き 、当 初 頑 強 に 抵 抗 し た 経 営 者 ら を 大 い に 説 得 し た 。そ し て 、「 国 際 競

争 」 や 「 生 き 残 り 」 と い う 言 葉 が 産 業 社 会 に 席 巻 す る 現 状 は 、 幸 か 不 幸

か 古 典 的 な 工 場 法 制 定 の 背 景 の 再 確 認 が 求 め ら れ る 時 代 で も あ る ６ 。  

 な お 、産 業 精 神 保 健 の 観 点 で は 、労 働 契 約 法 と の 関 係 も 無 視 で き な い 。

そ も そ も 日 本 の 労 基 法 は 、一 定 類 型 の 雇 用 差 別 の 禁 止 、賃 金 の 支 払 方 法 、
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労 働 時 間 の 上 限 、 上 限 逸 脱 の 要 件 、 算 定 方 法 、 柔 軟 な 労 働 時 間 制 度 、 解

雇 の 規 制 、 労 災 補 償 な ど に つ い て 定 め て は い る が 、 雇 用 の 具 体 的 条 件 に

つ い て は 、 一 部 の 例 外 を 除 き 殆 ど 規 定 し て お ら ず 、 例 え ば 、 具 体 的 な 職

務 内 容 や 職 務 の 質 量 、賃 金 額 、人 事 に 関 わ る 事 項 、い わ ず も が な 労 使 間 ・

労 労 間 の 個 別 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り 方 等 に は 触 れ て い な い 。 そ

し て 、 こ れ ら は お お む ね 経 営 者 側 の 作 成 す る 就 業 規 則 の 規 定 等 に 委 ね ら

れ た の で 、必 然 的 に 同 人 に 大 き な 裁 量 が 留 保 さ れ 、そ の 運 用 に よ っ て は 、

特 定 の 労 働 者 に 大 き な ス ト レ ス が か か る 前 提 を 作 り 出 し て い た 。判 例 も 、

人 事 面 で は 経 営 側 に 比 較 的 大 き な 裁 量 を 認 め て 来 た か ら 、 ド イ ツ な ど と

は 異 な り 、就 業 規 則 に よ る コ ン ト ロ ー ル は 割 合 に 容 易 で あ っ た 。そ こ で 、

就 業 規 則 規 定 に 合 理 性 の 枠 を は め る 判 例 法 理 が 発 達 し 、 そ れ が 近 年 に 至

り 、 労 働 契 約 法 （ 平 成 １ ９ 年 法 律 第 １ ２ ８ 号 ） に お い て 明 文 化 さ れ る こ

と に な っ た の で あ る 。  

 

２  理 念  

２ .１  理 念 の 基 本 と な る 思 想  

 産 業 精 神 保 健 法 に お い て も 、 法 で あ る 以 上 、 根 本 理 念 の 核 に 公 平 が あ

る こ と に 変 わ り は な い 。 も っ と も 、 公 平 と い う 以 上 、 比 較 対 象 の 設 定 が

求 め ら れ よ う 。 結 論 か ら い え ば 、 業 務 外 の Ｍ Ｈ 不 調 者 に つ い て は 、 た と

え 健 常 者 と の 平 等 が 困 難 で も 、 身 体 的 な 疾 病 障 害 罹 患 者 と の 実 質 的 な 平

等 取 扱 い が 求 め ら れ る こ と と な ろ う ７ （ な お 、 ア メ リ カ で ２ ０ ０ ８ 年 に

成 立 し た メ ン タ ル ヘ ル ス ・ パ リ テ ィ 法 は 、 精 神 疾 患 に 身 体 疾 患 等 と 同 等

の 医 療 保 険 給 付 の 受 給 を 保 障 し た も の で あ る ）。他 方 、業 務 上 の 不 調 者 に

つ い て は 、 原 則 と し て 健 常 者 と の 実 質 的 平 等 が 求 め ら れ よ う 。 い ず れ に

せ よ 、「 可 能 な 限 り 目 に 見 え に く い 事 象 と 目 に 見 え や す い 事 象 の 平 仄 を 図
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る 」 こ と が 求 め ら れ る 。 し か し 、 こ れ は 単 に 身 体 的 な 疾 病 障 害 者 と 同 じ

措 置 を 講 じ れ ば 良 い と い う 趣 旨 で は な く 、 精 神 的 不 調 （ な い し 同 不 調 と

そ の 他 の 疾 病 障 害 の 合 併 状 態 ） の 特 質 を 踏 ま え た 措 置 の 必 要 性 を 説 く 趣

旨 で あ る ８ 。  

 ま た 、 職 域 で 対 応 可 能 な 障 害 の 性 格 や レ ベ ル も 問 わ れ よ う 。 ア メ リ カ

の Ａ Ｄ Ａ （ 障 害 を 持 つ ア メ リ カ 人 法 ） の 示 唆 を 汲 め ば 、 合 理 的 な 配 慮 ・

便 宜 さ え な さ れ れ ば 、 職 務 の 本 質 的 機 能 を 果 た せ る レ ベ ル 、 と い う 定 性

的 な 対 象 設 定 が な さ れ る こ と に な る 。 も っ と も 、 精 神 障 害 に お け る 合 理

的 配 慮 の 内 容 は 、他 の 障 害 類 型 の 場 合 よ り 複 雑 多 様 、多 層 的 と な る か ら 、

精 神 医 療 等 の 専 門 的 見 解 を 踏 ま え つ つ 、 本 人 と の 協 議 を 行 い 、 企 業 等 の

過 剰 な 負 担 に わ た ら な い 措 置 が 決 定 さ れ る べ き こ と と な ろ う 。  

２ .２  プ ラ イ バ シ ー （ 権 ） や 内 心 の 自 由 と の 関 係  

む ろ ん 、 精 神 状 態 の 強 制 調 査 は 、 プ ラ イ バ シ ー （ 権 ） や 内 心 の 自 由 を

侵 害 す る 可 能 性 と 隣 り 合 わ せ だ し 、 そ も そ も 調 査 結 果 の 信 頼 性 ・ 妥 当 性

等 に か か る 問 題 も 残 る 。 し か し 、 プ ラ イ バ シ ー （ 権 ） は そ も そ も 他 の 権

利 利 益 と の 関 係 で 具 体 的 内 容 が 画 定 さ れ る べ き 相 対 的 な 権 利 で あ り 、 内

心 の 自 由 も 、 調 査 の 趣 旨 目 的 や 手 法 が 、 ま さ に 内 面 的 な 精 神 の 自 由 を 保

障 す る も の で あ る 限 り ク リ ア 可 能 で あ ろ う 。 さ ら に い え ば 、 そ も そ も 人

事 労 務 管 理 と い う 作 用 自 体 、 心 理 作 用 と は 不 可 分 な 面 が あ り 、 現 に 多 く

の 企 業 等 が 組 織 へ の 帰 属 意 識 を 高 め 、 企 業 利 益 に 貢 献 さ せ る た め の 様 々

な 心 理 作 用 を 駆 使 し て い る こ と は 言 う ま で も な い 。 不 要 と 考 え ら れ た 人

材 へ の 対 処 も 、 法 的 ・ 社 会 的 に 厳 し い 解 雇 制 限 に 正 面 か ら 挑 む よ り 、 孤

立 化 、 低 評 価 、 や り が い を 持 て な い 仕 事 の 割 当 を 含 め た 種 々 の 「 い ず ら

い 雰 囲 気 」 の 作 出 に よ り 、 心 理 的 プ レ ッ シ ャ ー を か け る 場 合 が 少 な く な

い （ か と い っ て 、 擬 制 解 雇 の 法 理 論 が 容 易 に 認 め ら れ る 現 状 に は な い ）。
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産 業 精 神 保 健 法 に は 、 適 切 な 対 象 者 に つ き 、 か よ う な 事 情 へ の 「 実 質 的

な 」 対 応 も 求 め ら れ る 。 す な わ ち 、 形 式 的 公 平 で は な く 、 実 質 的 公 平 の

実 現 が 求 め ら れ る ９ 。  

２ .３  理 念 的 目 標  

同 法 で は 、 ト ッ プ ダ ウ ン と ボ ト ム ア ッ プ 、 マ ク ロ と ミ ク ロ 、 学 際 性 の

発 想 が 求 め ら れ よ う 。 ト ッ プ ダ ウ ン は 国 な ど に よ る 統 一 的 法 政 策 、 ボ ト

ム ア ッ プ は 事 業 の 性 質 、 職 場 風 土 な ど の 個 別 的 事 情 に 対 応 し た 規 制 を 意

味 す る 。 マ ク ロ は 企 業 や 業 界 団 体 、 事 業 所 全 体 の シ ス テ ム な ど に か か る

措 置 、 ミ ク ロ は 個 々 の 労 働 者 等 の 事 情 に 応 じ た 措 置 を 意 味 す る 。 学 際 性

は 法 学 の ほ か 、 臨 床 医 学 、 心 理 学 、 産 業 医 学 、 経 営 学 、 人 事 労 務 管 理 学

な ど に わ た る 専 門 性 の 「 連 携 的 な 」 活 用 を 意 味 す る 。  

 ま た 、 同 法 で は 、 現 行 安 衛 法 が 精 神 保 健 規 制 の 根 拠 と し て い る 健 康 の

保 持 増 進 や 快 適 な 職 場 環 境 形 成 の 目 的 を 敷 衍 し 、 労 使 双 方 の 福 利 を 目 的

と す る 。 む ろ ん 、 同 法 の 祖 母 法 で あ る 労 基 法 が 憲 法 第 ２ ７ 条 の 定 め を 受

け て 目 的 と す る 「 人 た る に 値 す る 生 活 を 営 む た め の 必 要 を 充 た す べ き 」

労 働 条 件 の 実 現 、 同 じ く 理 念 と す る 労 使 対 等 決 定 原 則 等 は 踏 ま え ら れ ね

ば な ら な い が 、 か よ う な 目 的 設 定 が な け れ ば 、 ほ ん ら い 人 事 労 務 管 理 の

裁 量 領 域 に 規 制 の メ ス を 及 ぼ す 正 当 性 を 担 保 し 難 い し 、 実 効 性 も 見 込 ま

れ な い か ら で あ る 。 こ こ で 労 使 双 方 の 福 利 と は 、 次 の よ う な 事 柄 を 意 味

す る 。  

(1)個 々 の 人 材 質 の 成 熟 化 ： と り わ け 「 自 」「 他 」 と 「 自 他 の 関 係 」 に

つ い て の 客 観 的 認 識 力 、 基 本 的 な 言 語 能 力 、 思 考 力 な ど を 要 素 と す る 人

格 的 な 成 熟 化 の ほ か 、 心 身 の 健 康 の 確 保 な ど 。  

こ れ ら を も っ て 、 ひ い て は 職 務 上 の パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上 が 図 ら れ る

こ と 。  
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(2)経 営 組 織 の 質 的 な 成 熟 化 ： (1)に よ る 個 人 と 組 織 双 方 の 成 熟 化 。 ま

た 、 企 業 組 織 体 の 個 性 、 目 標 設 定 が 明 確 で 、 組 織 内 に お け る 縦 横 の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン が ス ム ー ズ に な さ れ る 求 心 力 と 帰 属 意 識 の 高 い 経 営 の 実

現 。こ れ に よ り 、(1)と は 逆 方 向 の 作 用 と し て 個 人 と 組 織 の 有 効 な 機 能 と

成 熟 化 が 図 ら れ 、 ひ い て は 個 々 人 の 人 材 質 の 維 持 ・ 成 長 （ 職 務 遂 行 能 力

の 向 上 、 人 格 的 成 熟 化 ） が 図 ら れ る こ と 。  

 そ し て 、 こ う し た 目 標 達 成 の た め の 鍵 と な る 考 え 方 と し て 、 父 性 （ 比

較 的 短 期 的 な 成 果 実 績 、 形 式 を 重 視 す る 北 風 的 対 応 ） と 母 性 （ 比 較 的 長

期 的 な プ ロ セ ス 、 内 面 を 重 視 す る 太 陽 的 発 想 ） の バ ラ ン ス も 求 め ら れ よ

う 。 三 柴 2)で 整 理 し た 幸 福 の 経 済 学 の 示 唆 か ら も 、 そ の い ず れ か ば か り

を 強 調 す る 考 え 方 で は 、 そ の 実 現 は 困 難 と 解 さ れ る か ら で あ る 。  

２ .４  特 に 踏 ま え て お く べ き こ と が ら  

 三 柴 1)か ら も 明 ら か な よ う に 、司 法 が 認 定 し た 産 業 ス ト レ ス 要 因 に も 、

日 本 人 の 国 民 性 は 色 濃 く 反 映 さ れ て い る 。 よ っ て 、 国 民 性 研 究 が 示 唆 す

る 以 下 の よ う な 「 従 前 の 」 日 本 の 職 域 文 明 に 関 す る 仮 説 を 踏 ま え た 構 想

が 求 め ら れ よ う 。  

 ① 組 織 帰 属 意 識 の 強 さ  

 ② 信 頼 と 安 心 （ ご 恩 と 奉 公 ） の 関 係  

 ③ 同 じ 帰 属 性 を 持 つ 者 の 中 で の プ ラ イ バ シ ー 観 念 の 希 薄 さ （ プ ラ イ バ

シ ー よ り 相 手 が 置 か れ た 状 況 へ の 介 入 的 な 思 い や り ）  

 ④ 多 層 的 ・ 多 軸 的 な 階 層 （ 短 期 的 視 点 で 特 定 の 定 型 的 尺 度 に よ る 評 価

を 行 う よ り 、 長 期 的 視 点 で 多 軸 的 ・ 多 層 的 な 評 価 を 行 う 傾 向 。 処 遇 格 差

も 、 長 期 間 に 誰 の 目 に も 明 ら か な 差 異 が 生 じ た 時 を 見 計 ら っ て 付 け る こ

と で 周 囲 の 納 得 性 を 高 め る 。）  

 ⑤ 裏 と 表 の 使 い 分 け  
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 ⑥ 紛 争 当 事 者 間 に 共 通 す る 上 位 者 の 仲 裁 に よ る ソ フ ト な 紛 争 解 決 な ど  

 

３  実 体  

産 業 精 神 保 健 法 で は 、 既 に 幾 多 の 判 例 が 言 明 す る ① 過 剰 ス ト レ ス の 防

止 や 、 ② 労 働 者 人 格 の 尊 重 が 実 体 と し て の 基 本 原 則 と な る 。 し か し 、 こ

れ ら は 複 雑 多 様 、 多 層 的 で 目 に 見 え に く い 事 象 （ ほ ん ら い は 使 用 者 の 裁

量 範 囲 内 に あ る 個 々 の 指 揮 命 令 や 、 事 実 行 為 に す ぎ な い 個 々 の 発 言 内 容

な ど ） に 関 わ り 、 か つ そ の 実 現 の た め に は 問 題 の 文 脈 を 捉 え た 本 質 的 解

決 が 求 め ら れ る た め 、 実 体 と 手 続 の 両 面 に わ た る 規 制 が 必 要 に な る 。 特

に 手 続 的 規 制 で は 、 経 営 学 分 野 で 開 発 さ れ た Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

（ Plan-Do-Check-Action） サ イ ク ル に よ る マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 設

定 に よ り 、 産 業 精 神 保 健 を 経 営 シ ス テ ム に 組 み 込 み 、 個 別 的 事 情 に 応 じ

た 実 効 策 が 継 続 的 に 機 能 さ せ る よ う 促 進 す る 規 制 が 重 要 な 意 味 を 持 つ 。

そ し て こ れ と 同 様 の こ と は 、 個 々 の 事 業 所 の み な ら ず 、 国 の 法 政 策 レ ベ

ル に も 妥 当 す る 。す な わ ち 、（ 現 に そ う さ れ て い る よ う に ）精 神 医 学 、産

業 精 神 保 健 疫 学 、 裁 判 例 な ど の 継 続 的 な レ ビ ュ ー か ら 、 立 法 的 保 護 に 値

す る レ ベ ル ま で 社 会 的 に 成 熟 し た 理 論 は 、 行 政 規 則 レ ベ ル で の 記 載 に よ

る 誘 導 か ら は じ め 、 更 に 社 会 実 験 的 検 証 や 既 存 の 法 体 系 と の 調 整 な ど を

経 て 徐 々 に 、 特 に 重 要 な も の に つ い て は そ う し た プ ロ セ ス を 低 限 に と

ど め 、 直 ち に 立 法 化 さ せ て い く 必 要 が あ る 。 現 段 階 で も 既 に 、 ① 労 働 者

の 公 正 取 扱 い 義 務 、 ② 労 働 条 件 に 変 化 が あ っ た 場 合 の サ ポ ー ト 体 制 構 築

義 務 、 ③ 休 息 時 間 の 確 保 義 務 な ど が 、 立 法 適 性 を 得 て い る と 解 さ れ る こ

と に つ い て は 、三 柴 1） で も 論 じ た こ と が あ る 。そ の 他 、深 夜・交 替 制 労

働 の 制 限 な ど も 立 法 適 性 を 充 た し て い る 思 わ れ る 。  

実 の と こ ろ 、 か よ う な 発 想 の 萌 芽 は 、 前 述 し た 通 り 、 立 法 上 、 安 衛 法
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第 ２ ８ 条 の ２ 、 第 ８ ８ 条 な ど に み る こ と が で き る し 、 学 説 と し て 、 水 町

ら 3)が 、 労 働 法 体 系 全 般 に わ た り 、 フ ォ ー ド 的 生 産 モ デ ル に 対 応 す る 規

制 モ デ ル の 改 革 を 志 向 し 、 お お む ね 同 旨 の 基 礎 理 論 の 構 築 と 展 開 を 先 駆

的 に 図 っ て い る 。 そ こ で 、 後 者 が 要 約 す る 手 続 的 ・ 構 造 的 規 制 理 論 の エ

ッ セ ン ス を 示 す 。水 町 ら 3） で は 、手 続 的 規 制 理 論 は ヨ ー ロ ッ パ 型 、構 造

的 規 制 理 論 は ア メ リ カ 型 と し て 区 分 し て 紹 介 さ れ て い る が 、 共 通 項 が 多

い た め 、 以 下 で は （ 属 性 の み 記 し つ つ ） 両 者 を 区 分 せ ず に 記 載 す る 。  

 

 ① 手 続 的 ア プ ロ ー チ に お け る 手 続 の 中 か ら 公 正 妥 当 な 結 果 を 導 く

た め の 当 事 者 へ の 義 務 の 設 定  

 ア  関 係 者 に 広 く 情 報 を 公 開 す る 義 務  

 イ  開 か れ た 交 渉 を 行 う 義 務  

 ウ  問 題 の 解 決 策 の み な ら ず そ の 案 が も た ら す 諸 効 果 を 含 め た シ

ナ リ オ を 提 示 ・ 説 明 す る 義 務  

 エ  決 定 後 も そ の 決 定 の 調 査 ・ 評 価 を 行 う 義 務  

 な ど の 設 定 。  

 ② 手 続 的 ア プ ロ ー チ に お け る 問 題 の 認 識 と 解 決 を 促 す 措 置  

 ア  合 理 的 手 続 の 履 践 に つ い て の 司 法 審 査  

 イ  専 門 家 ・ 専 門 機 関 に よ る サ ポ ー ト  

 ウ  公 的 基 金 に よ る 財 政 的 援 助  

 な ど 。  

 ③ 手 続 的 ア プ ロ ー チ に お け る 国 の 役 割  

 ア  法 令 に よ る 平 等 権 を 含 め た 基 本 的 人 権 に か か る 低 基 準 の 設

定  
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イ  法 令 に よ る 基 本 目 的 や 原 則 の 設 定  

 ウ  法 令 に よ る 手 続 の 枠 組 み の 設 定  

④ 構 造 的 ア プ ロ ー チ に お け る 法 の 役 割  

 ア  法 違 反 を 「 あ る 条 件 ま た は 問 題 」 と し て 定 義 す る こ と  

 イ  あ る 行 為 の 適 法 性 ・ 違 法 性 を 決 定 す る プ ロ セ ス に お い て 文 脈

（ 前 後 関 係 ） を 重 視 す る こ と  

 ウ  問 題 の 予 防・是 正 措 置 を と る こ と に よ り 使 用 者 が 免 責 さ れ る ア

プ ロ ー チ に よ り 制 度 的 改 革 の イ ン セ ン テ ィ ブ を も た ら す こ と  

 エ  内 部 手 続 の 実 効 性 評 価 等 に よ り 説 明 責 任 を 果 た す こ と  

 な ど 。  

 ⑤ 構 造 的 ア プ ロ ー チ に お け る 専 門 家 ・ 専 門 機 関 の 役 割  

 ア  組 織 内 で 構 造 的 ア プ ロ ー チ を 推 進 し 、説 明 責 任 を 果 た し 得 る よ

う な 担 当 部 門 を 構 築 す る こ と  

 イ  事 例 情 報 を 広 く 収 集 し 、 批 判 的 に 評 価 す る こ と  

 ウ  そ の 組 織 独 自 の 実 効 的 な ル ー ル を 作 り 出 し て い く こ と  

 エ  組 織 内 に パ イ ロ ッ ト 事 業 を 立 ち 上 げ 、 成 功 事 例 を 作 り 出 し て 、

他 に 広 め て い く こ と  

 な ど 。  

 

 以 上 は 欧 米 の 先 進 的 学 説 と し て 極 め て 示 唆 的 で あ る 。 し か し 、 先 述 し

た よ う な 日 本 の 国 民 性 研 究 を 踏 ま え た 調 整 が 必 要 と な ろ う 。  

 例 え ば 、 情 報 公 開 と は 言 っ て も 、 日 本 の 多 層 的 ・ 多 軸 的 な 階 層 を 考 え

れ ば 、 そ の 相 手 は （ 当 面 ） 一 定 の 同 質 性 を 持 つ 人 間 （ 集 団 ） に 限 ら ざ る

を 得 ず 、 対 象 に 応 じ て 公 開 範 囲 を 調 整 せ ざ る を 得 な い で あ ろ う 。 ま た 、

組 織 内 事 例 の 収 集 と 批 判 的 検 討 と 言 っ て も 、 事 業 体 質 に 対 す る 急 激 か つ
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苛 烈 な 正 面 か ら の 批 判 は 逆 効 果 を 生 み 出 し か ね な い か ら 、 あ く ま で 信 頼

関 係 の も と で の 建 設 的 批 評（ 積 極 的 改 善 策 の 提 言 ）と す る 必 要 が あ ろ う 。  

 他 方 、 以 上 の 仕 組 み 自 体 に か か る 問 題 も 生 じ 得 る 。 経 営 者 側 が 基 本 的

に 良 心 的 で 、 気 付 け ば 対 策 す る 姿 勢 で あ れ ば 有 効 に 機 能 す る 可 能 性 が 高

い が 、 良 識 に 欠 け 、 視 野 が 狭 く 、 多 様 性 を 認 め な い 方 針 に 固 執 す る も の

の 、 事 業 利 益 や 対 外 的 ブ ラ ン ド イ メ ー ジ は 維 持 さ れ て い る よ う な 場 合 、

内 省 的 な 手 続 の 促 進 に よ り 本 当 に 問 題 対 策 が 前 進 す る の か 、 と い っ た 問

題 は 残 る 。 内 部 に 良 識 者 が い て も 実 権 を 与 え ら れ て お ら ず 、 特 定 の 個 人

や 集 団 に 対 し 様 々 な 知 略 を め ぐ ら せ て 、 個 別 的 に は 特 に 過 重 に わ た ら な

い ス ト レ ス 要 因 を 長 期 的 に 作 出 す る よ う な 組 織 も あ る 。 よ っ て 、 上 述 し

た 国 策 レ ベ ル で の 低 基 準 設 定 の 努 力 も 欠 か せ な い 。  

 加 え て 、 産 業 精 神 保 健 の 目 的 に 即 し た 対 策 が 意 識 さ れ る 必 要 も あ る 。

具 体 的 に は 、事 業 の 性 質 に 応 じ 、予 防 の 段 階（ ゼ ロ 次 予 防 か ら ３ 次 予 防 ）

に 応 じ た 実 効 的 対 策 が 事 業 所 ご と 、 職 務 単 位 ご と に 規 定 さ れ る 必 要 が あ

る 。三 柴 1）か ら も 明 ら か な よ う に 、産 業 ス ト レ ス 性 災 害 は 、多 く の 場 合 、

複 数 の ス ト レ ス 要 因 が 重 な る こ と で 発 生 し て い る か ら 、 い わ ば 「 合 わ せ

技 一 本 」 と な ら な い よ う 、 ま た た と え 単 体 で も 極 度 に 過 重 な ス ト レ ス 要

因 が 生 じ な い よ う に 対 策 さ れ る 必 要 が あ る 。 ま た 、 仮 に 不 幸 に し て 災 害

（ 疾 病 障 害 の 発 症 や 死 亡 災 害 ） が 生 じ て し ま っ た 場 合 に も 、 そ の 後 の 企

業 等 の 対 応 が 誠 実 で あ れ ば 、 訴 訟 リ ス ク を 回 避 で き る 場 合 も 多 い し 、 適

切 か つ 実 効 的 な 再 発 防 止 策 （ 精 神 保 健 文 化 の 構 築 ） が 講 じ ら れ れ ば 、 大

き な 犠 牲 の う え に 他 社 の モ デ ル と な る よ う な 成 功 事 例 を 生 み 出 す 可 能 性

も あ る 。 ま た 、 産 業 保 健 職 が そ の 専 門 性 を ベ ー ス に 組 織 内 ネ ッ ト ワ ー ク

の 要 と し て 活 用 さ れ 、 同 人 が 特 定 の 組 織 や 職 務 の 性 格 に 応 じ 、 か つ 労 使

の 大 き な レ ベ ル で の 中 長 期 的 な バ ラ ン ス を 考 え 、 個 々 の リ ス ク 要 因 や 病
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態 に 応 じ 、 法 を 踏 ま え た 実 効 的 か つ き め 細 や か な 措 置 を 勧 告 な い し 指 示

で き る よ う な 法 的 ・ 社 会 的 な 条 件 整 備 が 求 め ら れ よ う 。 そ し て 、 こ う し

た 手 続 履 践 の 第 三 者 に よ る 審 査 は 、 司 法 の み な ら ず 、 労 働 基 準 監 督 官 、

労 働 衛 生 専 門 官 等 の 行 政 に よ っ て な さ れ る 必 要 も あ る 。  

 

４  法 の 履 行 確 保  

 産 業 精 神 保 健 法 の 下 で は 、 デ ン マ ー ク な ど に お け る と 同 様 に 、 労 働 行

政 の 役 割 が 大 き く な る 。 現 況 、 労 働 行 政 は 、 す で に そ の 重 点 が 監 督 （ 取

締 ） 行 政 か ら サ ー ビ ス （ 指 導 ） 行 政 へ 移 行 し つ つ あ る と 指 摘 さ れ る こ と

が あ る が 、 デ ン マ ー ク な ど の 例 に 倣 え ば 、 全 被 用 者 に 占 め る 疾 病 休 業 者

数 、作 業 関 連 疾 患 罹 患 者 数 、離 職 者 数 に 加 え 、事 業 所 の 査 察 な い し 観 察 、

就 労 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー 結 果 な ど を 指 標 に 、 実 効 的 な 職 場 環 境 改 善 計 画

の 審 査 や 策 定 ・ 改 善 指 導 を 行 う こ と な ど も 選 択 肢 と な ろ う 。 む ろ ん 、

低 基 準 に か か る 監 督 取 締 も 重 要 業 務 で あ り 続 け る だ ろ う が 、 現 在 の 流 れ

を 敷 衍 す れ ば 、 結 果 的 に 労 働 行 政 と 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ の 機 能 役 割 が

接 近 す る 可 能 性 も 否 定 で き な い 。 そ の 場 合 に は 、 労 働 衛 生 専 門 官 等 の 業

務 の 重 要 性 が 今 以 上 に 増 す こ と も 予 想 さ れ る 。  

 

５  法 的 性 質  

 産 業 精 神 保 健 法 で は 、 上 述 し た 休 息 時 間 の 確 保 義 務 な ど の 実 体 的 な

低 基 準 が 危 害 防 止 基 準 と し て 行 政 処 分 や 刑 事 罰 （ 以 下 、 行 政 処 分 等 と い

う ）の 根 拠 と な る と 共 に 、強 行 法 規 的 性 格 を 持 っ て 契 約 内 容 を 規 律 す る 。

た だ し 、三 柴 1） で も 論 じ た よ う に 、公 正 取 扱 い 義 務 で は 精 神 的 ス ト レ ス

を 与 え る よ う な 嫌 悪 感 に 基 づ く 差 別 的 取 扱 い を 手 続 の 中 で 特 定 し て い く

必 要 が あ る の で 、違 法 性 は 手 続 と 実 体 の 両 面 か ら 判 断 さ れ る 必 要 が あ り 、
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労 働 条 件 変 更 の 際 の サ ポ ー ト 体 制 構 築 義 務 で も 、 ど の よ う な サ ポ ー ト が

必 要 と な る か に つ き 、 労 働 者 と の 協 議 が 求 め ら れ る ほ か 、 産 業 保 健 ス タ

ッ フ 等 に よ る 勧 告 、 衛 生 委 員 会 で の 審 議 等 の 手 続 が 必 要 と な る 場 合 も あ

る か ら 、 や は り 手 続 と 実 体 の 両 面 か ら 違 法 性 が 判 断 さ れ ね ば な ら な い で

あ ろ う 。 加 え て 、 産 業 精 神 保 健 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 性 に

鑑 み れ ば 、 比 較 的 軽 微 な 法 違 反 、 法 的 解 決 に 馴 染 ま な い 法 違 反 等 に つ い

て は 、 個 人 情 報 保 護 法 の 履 行 確 保 手 段 の １ つ と 同 様 に 、 Ａ Ｄ Ｒ に よ る 柔

軟 な 問 題 解 決 も 構 想 さ れ る 必 要 が あ ろ う 。他 方 、法 令 上 の 手 続 的 規 制 は 、

そ れ 自 体 が 行 政 処 分 等 の 根 拠 と な る と 共 に 、 強 行 法 規 性 を 持 ち 、 併 せ て

当 該 手 続 の 結 果 特 定 （ な い し 策 定 ） さ れ た 事 業 所 ご と の 実 体 規 制 も ま た

行 政 処 分 等 の 根 拠 と な る と 共 に 、強 行 法 規 性 を 持 つ こ と と な ろ う 。な お 、

策 定 さ れ た 実 体 規 制 は 、 労 働 行 政 等 の 確 認 や 労 働 組 合 ・ 労 働 者 の 自 由 閲

覧 に 供 さ れ る 必 要 が あ る と 解 さ れ る 。  

 

６  他 の 法 制 度 と の 関 係  

６ .１  労 働 安 全 衛 生 法 と の 関 係  

 １ や ２ .３ 等 で 述 べ た 通 り 。  

６ .２  障 害 者 差 別 禁 止 法 の 動 き と の 関 係  

 周 知 の 通 り 、 現 在 、 障 害 者 差 別 禁 止 法 の 制 定 へ 向 け た 動 き が 政 府 で 進

め ら れ て い る が 、 ア メ リ カ の Ａ Ｄ Ａ （ 障 害 を 持 つ ア メ リ カ 人 法 ） が 、 そ

れ に 基 づ く 判 例 法 理 の 発 達 も あ り 、 そ の 後 の 産 業 Ｍ Ｈ 対 策 で 大 き な 役 割

を 担 っ た よ う に 、 か よ う な 立 法 は 、 Ｍ Ｈ 対 策 と 深 い 関 わ り が あ る 。  

 ２ ０ １ １ 年 ５ 月 １ ２ 日 に 開 催 さ れ た 日 本 労 働 法 学 会 で は 、「 障 害 者 差 別

禁 止 法 の 理 論 的 課 題 － 合 理 的 配 慮 、 障 害 の 概 念 、 規 制 シ ス テ ム 」 と 題 す

る ミ ニ ・ シ ン ポ ジ ウ ム で 、 主 に ア メ リ カ Ａ Ｄ Ａ の 示 唆 を 踏 ま え た 法 理 的
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検 討 結 果 が 報 告 さ れ た 。 そ こ で は 先 ず 、 救 済 対 象 と な る 障 害 者 の 定 義 に

つ き 、 疾 病 障 害 罹 患 者 の み で な く 不 調 者 全 般 を 含 む べ き こ と 、 実 際 に 障

害 者 で な く て も 障 害 者 と 誤 解 さ れ た 者 、 偏 見 を 受 け 易 い 障 害 者 の 家 族 な

ど も 射 程 に 収 め ら れ る べ き こ と 、 次 に 、 合 理 的 便 宜 ・ 配 慮 は 差 別 救 済 と

は 別 物 と 考 え て 措 置 を 義 務 づ け る 余 地 も あ る こ と 、 ま た 、 差 別 の 認 定 に

際 し て は 比 較 対 象 者 を 措 定 す る 必 要 が あ る こ と 、 実 効 的 な 差 別 救 済 の た

め に は 、Ａ Ｄ Ｒ の 活 用 が 有 効 に 働 く 場 合 も あ る こ と 、等 が 報 告 な い し（ 報

告 を 受 け て ）指 摘 さ れ た 。さ ら に 、人 権 擁 護 法 案 と の 関 係 を 意 識 す べ き 、

と の 指 摘 も な さ れ た 。  

 現 に ２ ０ １ ０ 年 ９ 月 ７ 日 に 公 表 さ れ た 厚 生 労 働 省 「 職 場 に お け る メ ン

タ ル ヘ ル ス 対 策 検 討 会 」 報 告 書 及 び そ れ を 受 け た ２ ０ １ ０ 年 １ ２ 月 ２ ２

日 付 け 労 働 政 策 審 議 会 建 議「 今 後 の 職 場 に お け る 安 全 衛 生 対 策 に つ い て 」

で も 示 唆 さ れ て い る よ う に 、 近 い 将 来 、 Ｍ Ｈ 対 策 の 一 環 と し て 、 Ｍ Ｈ チ

ェ ッ ク の 結 果 、 不 調 が 判 明 し た 者 に 対 す る 不 利 益 取 扱 い の 禁 止 が 法 定 さ

れ る 可 能 性 が 高 い 。 そ し て 、 こ れ が 罹 患 事 由 の 業 務 上 外 、 疾 病 の 軽 重 、

性 格 等 を 分 か た ず 適 用 さ れ 得 る 定 め と な れ ば 、 実 質 的 に 雇 用 に お け る 精

神 障 害 者 差 別 禁 止 法 と な る 可 能 性 も あ る か ら 、 必 然 的 に 障 害 者 差 別 禁 止

法 案 と の 趣 旨 の 異 同 、 所 掌 範 囲 は 整 理 さ れ ね ば な ら な い が 、 そ の た め に

は 同 法 と の 平 仄 も 意 識 さ れ ね ば な ら な い 。  

 

７  お わ り に  

 改 め て 、 産 業 精 神 保 健 法 が 必 要 な 理 由 に つ い て 述 べ る 。  

厚 生 労 働 省 の 患 者 調 査 で は 、 外 来 ・ 入 院 を 含 め 医 療 機 関 に 受 診 す る 精

神 障 害 者 （ ICD-10 で 「 精 神 及 び 行 動 の 障 害 」 に 分 類 さ れ る も の の ほ か 、

て ん か ん ・ ア ル ツ ハ イ マ ー 病 等 を 含 む ） の 数 は 平 成 １ １ 年 か ら ほ ぼ 増 加
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の 一 途 を 辿 り 、 平 成 ２ ０ 年 に は 約 ３ ２ ３ 万 ３ 千 人 と 推 計 さ れ て い る 。 国

際 比 較 的 に み て 、 日 本 の 自 殺 率 は 先 進 国 で も 高 い の に 対 し 、 有 病 率 、

重 症 度 な ど は さ ほ ど 高 く な い が （ OECD Factbook）、 そ の 国 々 の 文 化 事 情

な ど を 背 景 に 、 ス ト レ ス 要 因 に は 違 い が あ ろ う し 、 増 加 率 と い う 点 で は

上 位 で は な い か と 思 わ れ る 。  

し か し 、 重 要 な こ と は 、 そ う し た 数 字 の 問 題 ば か り で も な い 。 職 域 の

み な ら ず 、 ウ ェ ッ ト な 人 間 関 係 が 希 薄 化 し て 来 て い る 中 で 、 個 人 ・ 組 織

共 に 自 他 の 個 性 に 関 す る 客 観 的 認 識 力 と 情 報 伝 達 力 の 向 上 を 図 り 、 多 様

性 と 帰 属 性 、 す な わ ち 多 元 共 生 性 が 認 め ら れ る 心 豊 か な 環 境 を 職 域 で 実

現 し 、 産 業 の 活 性 化 を 呼 び 起 こ す 役 割 が 、 い よ い よ 法 令 に ま で 託 さ れ ざ

る を 得 な い 事 態 に 至 っ て い る と い う こ と な の で は な か ろ う か 。 逆 に い え

ば 、 法 令 に も 、 か ゆ い と こ ろ に 手 が 届 き 、 現 場 に 責 任 を 持 て る 実 質 性 が

求 め ら れ る よ う に な っ て 来 て い る 、 と も い え よ う 。  

そ の た め に も 、 独 立 法 典 と し て の 立 法 が 望 ま し い よ う に 思 わ れ る 。  
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２ １ 条 ） が あ っ て 、 事 業 者 の 従 業 者 に 違 反 が あ っ た 場 合 、 そ の 実 行 行 為

者 と 事 業 者 の 双 方 が 処 罰 さ れ 得 る 仕 組 み と な っ て い る し 、 事 業 者 に 安 全

衛 生 責 任 を 負 わ せ る 仕 組 み の 背 景 に は 、 同 人 の 指 揮 ・ 業 務 命 令 権 限 、 労

働 条 件 設 定 権 限 、 事 業 に よ る 受 益 主 体 で あ る こ と（ い わ ゆ る 報 償 責 任 ）、

（ 経 済 的 ・ 社 会 的 立 場 の 優 位 性 を 念 頭 に 置 い た ） 災 害 疾 病 が 発 生 し た 場

合 の 損 害 分 配 の 公 平 性 な ど の 事 情 が あ る 。 ま た 、 職 場 風 土 に 問 題 が あ る

な ら ば 、 ま さ に 事 業 者 で な け れ ば 実 効 的 対 策 を 講 じ 得 な い 場 合 も 少 な く

な い で あ ろ う 。 さ ら に 、 加 害 者 が 明 ら か な 場 合 、 不 法 行 為 法 を 活 用 す れ

ば 、 た と え 従 業 者 や 部 外 第 三 者 で あ っ て も 、 当 該 加 害 者 の 法 的 責 任 を 訴

求 す る こ と は で き る 。 し か し 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 問 題 で は 、 法 的 責 任 要 件

で あ る 違 法 な 過 失 の 事 実 を 特 定 し 、 立 証 す る こ と 自 体 が 困 難 な 場 合 も あ

り （ た だ ち に 違 法 性 ま で は 認 め ら れ な い が 、 過 重 負 荷 が か か る 条 件 は 数

多 い ） 、 加 害 者 が 不 明 で あ っ た り 、 た と え 明 ら か と な る 場 合 に も 、 法 的

な 指 揮 命 令 権 者 以 外 で あ る こ と も あ る 。  
２ な お 、 学 問 的 に も 、 産 業 精 神 保 健 法 学 と い う 新 領 域 の 構 想 が 求 め ら れ

る 。 す な わ ち 、 従 前 の 労 働 法 学 領 域 か ら の ア プ ロ ー チ は 、 お お む ね 既 に

生 じ た 災 害 の 補 償 ・ 賠 償 理 論 の 検 討 な ど に 限 ら れ て い た 。 し か し 、 物 理

的 に 立 証 が 困 難 な 問 題 に 関 す る 立 証 責 任 分 配 論 の 無 意 味 さ 、 意 思 能 力 ・

行 為 能 力 に 支 障 を 生 じ る に は 至 ら な い が 、 易 疲 労 感 や 視 野 狭 窄 、 将 来 不

安 感 な ど か ら 訴 訟 の 着 想 、 遂 行 が 困 難 と な る 者 の 救 済 の 困 難 性 に 代 表 さ

れ る よ う に 、 従 来 型 の 法 規 範 学 的 ア プ ロ ー チ で は 、 従 前 に も 増 し て 産 業

社 会 に お け る 実 質 的 公 平 を 図 り 得 な く な っ て 来 て い る こ と 、 他 方 、 労 働

者 保 護 の 発 想 ば か り で は 実 効 的 対 応 、 本 質 的 解 決 が 困 難 に な っ て 来 て い

る こ と 等 か ら 、 少 な く と も そ の 方 法 論 に つ い て 根 本 的 な 再 考 を 迫 ら れ る

か ら で あ る 。  
３  な お 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 指 針 が 快 適 職 場 環 境 形 成 に か か る 第 ７ 章 の ２

で は な く 、 健 康 の 保 持 増 進 に か か る 第 ７ 章 の 条 文 に 根 拠 を 置 い て 発 出 さ

れ た こ と の 意 義 は 軽 視 で き な い 。 第 ７ 章 の 守 備 範 囲 は 、 原 則 と し て 、 業

務 上 外 、 疾 患 か 否 か の 双 方 で グ レ ー ゾ ー ン に あ る 。 よ っ て 、 日 本 の 安 衛

法 は 、 欧 州 諸 国 と 同 様 に 、 Ｍ Ｈ は 作 業 関 連 ス ト レ ス の 問 題 で あ る と の 理

解 に 立 っ て い る と 解 さ れ る か ら で あ る 。  
４  記 録 の 保 存 は 、 事 後 措 置 の み な ら ず 、 労 働 監 督 行 政 や 民 事 訴 訟 な ど

に も 貢 献 す る 。 法 令 の 立 案 者 は 、 言 外 に そ の こ と を 予 定 し て 起 案 し て い

る 可 能 性 が 高 い 。  
５  三 柴 1 )を 参 照 さ れ た い 。  
６  む ろ ん 、 三 柴 1 )か ら も 明 ら か な よ う に 、 現 代 に 労 働 者 を 死 に 追 い や

る 過 重 負 荷 要 因 は 、 複 雑 多 様 か つ 従 前 で あ れ ば 過 重 負 荷 と は 認 識 さ れ な

か っ た で あ ろ う 機 微 な も の も あ る し 、 病 態 も 、 い わ ゆ る 新 型 う つ を 含 め 、

多 種 多 様 で あ る 。 し か し 、 仕 事 が 集 中 す る か 、 自 ら 過 度 に 背 負 い 込 む 労

働 者 に つ い て は 、 大 河 内 理 論 の 直 接 適 用 が 求 め ら れ よ う し 、 そ れ 以 外 の

者 に つ い て も 、 人 材 開 発 、 経 営 改 善 の 視 点 で 対 応 す る 必 要 が あ る こ と に

変 わ り は な い よ う に 思 わ れ る 。  
７  む ろ ん 、 障 害 者 と な っ て も 、 既 に 決 定 し た 職 能 資 格 等 級 な ど は 本 人

合 意 の な い 限 り 、 原 則 と し て 降 格 さ せ ら れ な い の で 、 そ の よ う な 場 合 に

は 、 健 常 者 と の 平 等 が 図 ら れ る こ と と な る が 、 こ れ は 障 害 者 一 般 と 健 常

者 と の 平 等 の 問 題 で あ る う え 、 契 約 論 上 の 問 題 で も あ る か ら 、 本 文 で 述

べ た こ と と 特 に 矛 盾 は し な い 。  
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８  こ れ は 、 ア メ リ カ の 障 害 者 差 別 禁 止 法 上 は 、 お お む ね 合 理 的 配 慮

（ reasonab le  accommodat ion）の 問 題 と な り 、 こ れ を 差 別 か ら の 救 済 の

問 題 と 考 え る か 、 差 別 救 済 と は 別 の 積 極 的 な 支 援 措 置 の 問 題 と 考 え る か

は 議 論 の 余 地 が あ る 。 私 見 と し て は 、 両 者 に 跨 が る 問 題 と 考 え て い る 。  
９  こ の 観 点 で は 、 労 働 契 約 法 第 ５ 条 所 定 の 安 全 配 慮 義 務 が 心 身 両 面 の

健 康 を 対 象 と す る こ と（「 労 働 契 約 法 の 施 行 に つ い て 」平 成 ２ ０ 年 １ 月 ２

３ 日 基 発 第 0123004 号 ） な ど が 想 起 さ れ る べ き で あ ろ う 。  


